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青
森
地
本
で
は
、
自
衛
隊

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
先

日
、
志
願
者
の
皆
さ
ん
を
大

湊
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
ご
案

内
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
多
く
の

制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
ご
安
心
と

ご
満
足
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容

と
し
て
お
り
ま
す
。
青
森
県

に
は
陸
海
空
３
自
衛
隊
が
所

在
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
許

す
限
り
、
多
く
の
部
隊
を
見

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
っ
と
自
衛
隊

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
一
心
で
今
後
も
広

報
活
動
・
募
集
援
護
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ま
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
ご

要
望
、
ど
う
ぞ
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
長 

 
 

1
等
空
佐 

木
村 

政
和 

 

青
森
地
方
協
力
本
部
は
、
８
月

日
（
土
）
、
海
上
自
衛
隊
大
湊

地
方
総
監
部
で
行
わ
れ
た
令
和
２

年
度
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
に
は
、
自
衛
隊
に
強

い
関
心
の
あ
る
青
森
県
内
の
生
徒

と
父
兄
、
学
校
関
係
者

名
と
、

秋
田
、
岩
手
地
方
協
力
本
部
か
ら

の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
加
え
、
あ
い
に
く
の
雨
に

見
舞
わ
れ
、
様
々
な
制
約
は
あ
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
体
験

ク
ル
ー
ズ
の
ほ
か
、
結
索
法
や
救

命
胴
衣
装
着
訓
練
、
潜
水
器
材
展

示
を
体
験
し
、
興
味
津
々
な
様
子

で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昼
食
に
は
海
上
自
衛

隊
名
物
で
あ
る
カ
レ
ー
が
用
意
さ

れ
、
喫
食
し
た
参
加
者
か
ら
好
評

を
得
て
い
ま
し
た
。 

 

研
修
の
最
後
に
は
、
護
衛
艦
の

見
学
を
行
い
、
参
加
者
た
ち
は
乗

員
の
説
明
や
体
験
談
に
興
味
深
く

耳
を
傾
け
、
飛
行
甲
板
や
速
射
砲

な
ど
を
見
学
し
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
は
終
了
し
ま
し
た
。 



 弘前地域事務所（所長 福田歩 

１等陸尉）は、８月５日（水）、岩手駐

屯地女子ツアーを実施しました。 
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〇
６
月

日(

水)

、
八
戸
工
業
大
学
第
一
高
等
学

校
に
お
い
て
普
通
科
公
務
員
コ
ー
ス
の
２
年
生

名
を
対
象
に
、
木
村
本
部
長
に
よ
る
職
業
講
話
を
実

施
し
ま
し
た
。 

〇
６
月

日(

金)

、
青
森
西
高
等
学
校
に
お
い
て

３
年
生

名
に
対
し
、
青
森
募
集
案
内
所
長
に
よ

る
自
衛
隊
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

〇
７
月
８
日(

水)

、
大
湊
高
等
学
校
に
お
い
て
３
年

生

名
に
対
し
、
学
校
説
明
会
及
び
受
験
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
同
校
出
身
の
「
駒
嶺
夏
音 

海

士
長
」
が
体
験
談
を
語
る
場
面
も
あ
り
、
生
徒
た
ち

の
不
安
や
疑
問
が
軽
減
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。 

〇
８
月

日(

月)

、
百
石
高
等
学
校
に
お
い
て
３

年
生

名
に
対
し
、
学
校
説
明
会
及
び
受
験
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
面
接
練
習
で
は
、
同
校
出
身

の
「
鈴
木
春
菜 

１
等
陸
士
」
が
手
本
を
見
せ
る
な

ど
、
生
徒
た
ち
が
具
体
的
に
受
験
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

一
助
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
。 

 

青
森
駐
屯
地
で
前
期
教
育
中
の
第
５
普
通
科
連

隊
自
衛
官
候
補
生
教
育
隊(

教
育
隊
長 

濱
野
耕

一
郎 

２
等
陸
佐)

の
行
進
訓
練
を
激
励
を
兼
ね
て

２
回
に
わ
た
り
取
材
を
行
い
ま
し
た
。 【行進訓練前の点呼】 

【間隔をあけての行進】 

【飯ごうでの昼食】 

【雨天の坂道を力強く上る自候生】 

【自信に満ちた表情での昼食】 

東北方面特科連隊長 横田１等陸佐との記念撮影 
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令
和
二
年
度 

 

予
備
自
衛
官
永
年
勤
続
表
彰 

 

「
積
極
進
取
」
の
気
概
を
持
っ
て
、
所
員
一

同
一
丸
と
な
っ
て
明
る
く
、
爽
や
か
に
、
楽
し

み
な
が
ら
、
上
十
三
地
域
の
皆
さ
ん
と
密
着
し

た
募
集
広
報
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

三沢募集案内所長 

１等空尉 

小形 倫雄 

第４補給処 

楽しく、明るく、爽や

かに、前向きに！ 

青森地区援護センター援護係 

准陸尉 

原子 克人 

第９通信大隊 

一期一会 

退職者の第２の人生の

役立つ仕事を誠心誠意

尽くしたい。 

三沢募集案内所広報官 

陸曹長 

豊川 公敏 

八戸駐屯地業務隊 

成せば成る 

広報官として、民間の

方々に自衛隊・自衛官の

良い所を発信します。 

弘前地区援護センター援護係 

１等陸曹 

葛西 浩二 

第39普通科連隊 

人の振り見て我が振り直せ 

39連隊の援護担当者とし

て培った経験を生かし頑

張りたいと思います。 

総務課補給管理係 

１等陸曹 

柴田 秀文 

第７高射特科連隊 

継続は力なり 

早く職場に慣れ、初心

に帰り頑張ります。 

総務課企画渉外係 

２等陸曹 

青山 智一 

第５普通科連隊 

失敗は成功のもと 

新しい環境と業務で不安

しかありませんが、一生

懸命がんばります。 

総務課車両係 

２等陸曹 

本間 一匡 

第９後方支援連隊 

答えは全て海の中 

円滑な配車運行に努めて

いきたいと思います。宜

しくお願いします。 

弘前地域事務所広報官 

２等陸曹 

木村 尚子 

第５普通科連隊 

迅速果断 

初めての業務で不安です

が、頑張りますのでよろ

しくお願いします。 

むつ地域事務所広報官 

２等海曹 

藤本 貢司 

大湊情報保全派遣隊 

死ぬこと以外かすり傷 

どんな事も前向きに捉

え、与えられた任務を

全うしたい。 

八戸地域事務所広報官 

２等空曹 

柴田 和宏 

東北町分屯基地 

弘法筆を選ばず 

広報官としての責務を

しっかり果たしていき

たいと思います。 

青森募集案内所広報官 

３等空曹 

市橋 陽子 

第６高射群 

努力は運命を支配する 

人見知りを克服して、

一人前の広報官になれ

るよう頑張ります。 

訓練お疲れ

様でした。 

凡  例 

○現  職 

○階  級 

○氏  名 

○前勤務地 

〇座右の銘 

○挨  拶 

よろしく 

お願いします 

【
任
期
満
了
】 

３
佐 

川
口 

功 

１
尉 

工
藤 

良
久 

１
尉 

相
野 

照
昭 

２
尉 

相
内 

英
人 

２
尉 

村
中 

忠 

２
尉 

川
又 

武 

２
尉 

山
部 

栄
一 

２
尉 

松
村 

秀
文 

２
尉 

境
沢 

雄
司 

２
尉 

齋
藤 

和
紀 

３
尉 

  

今 
 

一
雄 

３
尉 

田
中 

昌
宏 

３
尉 

外
久
保 

功 

准
尉 

安
田 

陽
二 

准
尉 

石
岡 

省
正 

准
尉 

大
下 

正
次
郎 

准
尉 

安
田 

謙
一 

准
尉 

野
呂 

静
穂 

准
尉 

宮
古 

章 

准
尉 

成
田 

文
隆 

准
尉 

福
島 

斉 

准
尉 

木
村 

賀
津
雄 

准
尉 

向
江 

敏
治 

准
尉 

渡
邉 

秀
昭 

准
尉 

清
藤 

育
弘 

准
尉 

三
浦 

敏
昭 

准
尉 

山
本 

博
祉 

曹
長 

秋
庭 

隆
雄 

（
順
不
同
） 

１ 

四 

半 

期 

【
５
年
】 

３
尉 

山
田 

幸
一 

准
尉 

古
川 

洋
一 

准
尉 

髙
村 

勇
二 

【
任
期
満
了
】 

１
尉 

棟
方 

剛
義 

２
尉 

木
下 

孝
夫 

（
順
不
同
） 

【
20
年
】 

３
曹 

佐
藤 

大
輔 

【
５
年
】 

３
佐 

福
王
寺 

由
喜
美 

２
尉 

奈
良 

德
一 

准
尉 

佐
藤 

正
孝 

准
尉 

寺
澤 

義
広 

准
尉 

小
笠
原 

春
彦 

准
尉 

清
水 

由
紀
夫 

准
尉 

佐
藤 

繁 

准
尉 

赤
石 

忠
幸 

准
尉 

佐
々
木 

敬
一 

准
尉 

古
川 

幸
夫 

２
曹 

石
塚 

学 

士
長 

増
田 

幹
也 

士
長 

立
石 

舞 

２ 

四 

半 

期 



 

８
月

日(

金)

、
第

普
通
科
連
隊
が

実
施
し
た
新
隊
員
後
期
教
育
隊

㎞
行
進

訓
練
に
お
い
て
、
自
衛
隊
家
族
会
と
共
に
木

村
本
部
長
を
は
じ
め
、
入
隊
に
関
わ
っ
た
弘

前
地
域
事
務
所
員
や
高
校
の
先
生
が
激
励
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。 

 

当
日
は
気
温

℃
の
猛
暑
の
中
、
昼
食

場
所
と
な
る
大
休
止
地
点
に
お
い
て
、
拍
手

で
出
迎
え
る
と
、
新
隊
員

名
は
疲
労
の

色
を
微
塵
も
見
せ
ず
、
笑
顔
で
応
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
新
隊
員
た
ち
の
勇
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
よ
う
と
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

る
家
族
会
員
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
木
村
本
部
長
が
新
隊
員
を
前
に

激
励
の
言
葉
を
述
べ
、
激
励
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
昼
食
時
間
に

は
青
森
地
本
か
ら
入
隊
し
た

木
立
２
士
、
本
部
長
、
成
長

し
た
姿
を
一
目
見
よ
う
と
駆

け
付
け
た
お
母
様
と
母
校
の

先
生
に
よ
る
懇
談
も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

激
励
を
受
け
た
新
隊
員
た

ち
は
「
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
午
後
の
行
進
も
頑

張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 
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